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6月定例市議会常任委員会審査から

だけの取り組みではなく、各組
合が連携し表町商店街が全体と
して活性化するよう、市が積極
的な働きかけをするべきでは。
市 現在、表町商店街の⚘組合
で構成されている連盟という組
織はあるが、各組合で状況が違
っている。全体的なまとまりに
ついては、今後、働きかけも含
めて取り組んでいきたい。
委員 表町全体がにぎやかにな
れば、岡山の商店街が元気だと
いう印象にもなる。岡山有数の
観光地である後楽園への観光客
が、表町商店街に来てくれるよ
うな誘導策が必要である。出石
町を含め広域的な観点で、商店
街の活性化を推進していくべき
である。

平成⚒⚒年度岡山市下水道事業
会計補正予算（第⚑号）ほか⚕⚑
件の議案が付託され、いずれも
全会一致で原案のとおり可決並
びに同意すべきものと決定した。

岡山市日応寺自然の森条例の
一部を改正する条例の制定ほか
⚒件の議案が付託され、いずれ
も全会一致で原案のとおり可決
すべきものと決定した。
■公民館修繕代金の予算化
−平成⚑⚗年度から⚒⚐年度までの
中央公民館の分館を含む公民館
未払い修繕代金の支払いをしよ
うとするもの−
委員 事務執行体制に問題があ
ったのではないのか。
市 中央公民館の修繕事務担当
者は、修繕事務を⚑人で担当し、
上司に相談、報告することなく、
独自で一連の事務を進めていた。
事務担当者からの便宜供与、業
者からの圧力や利益提供は一切
なく、すべての修繕が現実に施
行され、妥当なものであり、架
空・過大な修繕はなかった。
委員 再発防止に向けて、どの
ような取り組みをするのか。
市 再発防止策として、修繕の
事務担当者と発注担当者を分離
し、中央公民館長を班長とする

修繕検討チームが一連の修繕事
務を担当する。修繕の是非や施
行時期などは、このチームが組
織として決定し、必要に応じて、
修繕の必要性や施行内容につい
て技術職員の助言を求めること
とする。
委員 平成⚑⚗年度から⚒⚐年度ま
での公民館全体の修繕料は、
⚖,⚑⚒⚔万円余で、未払いの⚑,⚖⚑⚐
万円余は、その⚒⚖％に当たる。
教育予算自体を拡充しなくては
いけないのでは。
市 公民館等をはじめ、直接市
民にかかわる施設の修繕などは、
早急な対応が求められてしかる
べきと考えており、しっかりと
した予算を確保するよう努力し
たい。
委員 この問題を職員個人の問
題として捉えるのではなく、組
織全体のあり方として、再発防
止にとどまらず、風通しのよい
職場にして職員のモチベーショ
ンを高め、活力創出につなげる
ことが必要である。
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【⚔月】
⚒⚑日 保健福祉委員会
⚒⚖日 環境消防水道委員会
⚒⚘日 総務委員会
⚓⚐日 市民文教委員会

【⚕月】
⚗日 大都市制度調査特別委員会
⚑⚓日 議会運営委員会
⚑⚗日 ⚕月臨時市議会

総務、保健福祉、環境消防水道、
市民文教委員会
議会運営委員会

⚒1日 男女共同参画・次世代育成調査特別
委員会

⚒⚔日 保健福祉委員会
安心のまちづくり調査特別委員会

⚓⚑日 保健福祉委員会

【⚖月】
⚑日 経済委員会
⚒日 議会運営委員会

都市活力創出調査特別委員会
⚓日 総務、保健福祉、環境消防水道、経済、

建設、市民文教委員会及び協議会
⚗日 ⚖月定例市議会開会日
⚑⚐〜⚑⚗、⚒⚓日 ⚓⚕人の議員による個人質問
⚑⚗日 議会運営委員会
⚑⚘日 総務、保健福祉、環境消防水道、経済、

建設、市民文教委員会
⚒⚒日 議会運営委員会
⚒⚓日 ⚖月定例市議会最終日
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5月臨時市議会
⚕月臨時市議会は、平成⚒⚒

年⚕月⚑⚗日に開会し、市長か
ら専決処分の報告を受けた後、
平成⚒⚒年度岡山市国民健康保
険費特別会計補正予算（第⚑
号）ほか⚑⚑件の議案を審議し、
原案可決並びに承認して閉会
しました。

■岡山コンベンションセンター
の不適切な会社運営
委員会として、市があらゆる
機会を捉えて、同社が法的措置
を早急にとるよう働きかけるこ
とを強く申し入れた。


